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ブワイフ朝ジバール政権の対外政策
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　本稿の目的は，イラーク地方の事例をもって語られる事の多いブワイフ朝潮研究に新たな

視点を加えるべく，その東方勢力との関わりを中心に，嗣王朝の勃興と勢力拡大の過程を検

証する事にある。ブワイフ朝の歴史において，カリフの御座所があったバグダード及びイ

ラーク地方が重要である事は反論の余地がない。しかし，岡王朝の政治はイラークのみで語

られるものではなく，またイラークの事例をもってブワイフ朝全体の性格を規定する事はで

きない圭〉。

　その登場から滅亡までの全期間に亙って，ブワイフ朝は常に東方の勢力との対面を余儀な

くされた。特に勢力の拡大を図った初期においては，サーマーン朝が彼等の前に大きく立ち

はだかり，ブワイフ朝の勢力の大部分をサーマーン朝との角逐に費やさざるを得なかった。

最終的にサーマーン朝勢力をジュルジャーン以東に駆逐する事に成功するが，その間のブワ

イフ朝の対サーマーン朝軍事・外交政策がどのような経緯を辿ったのか，それに付随して両

勢力の狭間にあった諸勢力の動向が如何なるものであったのか，そして，ブワイフ朝がサー

マーン朝との角逐にある程度の成果を得，以後数十年に亙って東方の脅威を排除しえた原因

は何であったのか，本稿では，以上の観点からブワイフ朝初期の対東方政策を検討する。こ

の作業を逓じて，カリフ権の失墜という状況を迎えていた当時の西アジアの国際情勢が如何

なるものであり，また諸政権iの勢力拡大や他勢力との関係構築における行動の基準が如何な

るものであったのか，という事の一端を明らかにできると考える。

　さて以上の問題に取り組むにあたり，参照すべき先行研究を紹介する。まずジバール地方

のブワイフ朝政権については，カビールが同地方に割拠したブワイフ朝政権の略史を著して

いる　［Kabir　l958］。またケネディーはその概説書において，「ジバールに割拠したブワイ

フ朝政権の政治は外敵の脅威によって左右された」と的確な指摘を行っており［Kennedy

1）　ブワイフ朝史を扱う研究のタイトルを見れば一隠瞭然であるが，「イラク」とか「バグダード」

　という書葉が使購され，研究の中心がイラーク地方にある禦が分かる［Kabir　1964；Busse　1969；

　Donohue　2003］e
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1986：245］，筆者の見解もこれに倣っている。一方，ブワイフ朝とサーマーン朝の関係につ

いては，トレッドウェルの研究が参考になる。彼の博士論文はサーマーン朝の通史を描きっ

っ，その内部構造や地方支配のあり方を分析しているが，対外関係，特にブワイフ朝との関

係の分析は物足りない　［Treadwe｝11991］。しかし，2003年の論文では，称号の問題から

サーマーン朝の対外政策や姿勢を分析し，参考になる2）。

1　ジバール政権成立からライの確保

　1　「ジバール政権」の定義

　まず本稿で使用する「ジバール政権」という用語の定義を明らかにしておく。筆者は拙稿

において，初期ブワイフ朝はイマード・アッダウラ‘王mad　a1－Dawla，ルクン・アッダウラ

Rukn　al－Dawla，ムイッズ・アッダウラMu‘izz　aレDaw玉aのそれぞれが主宰する政権の連

合体である事を指摘し，それぞれの政権を，各君主が根拠地とした地方名を冠して「ファー

ルス政権」「ジバール政権」「イラーク政権」とした。更に各々の政権は，君主とその息子達，

吏僚や武将などの家臣，及び政権を支える軍団の集合体であるとした［橋爪2003：65　一　66〕。

　しかし，筆者は拙稿において，ファールス政権及びジバール政権を継承したアドゥド・

アッダウラ‘Adud　al－Dawlaが，ムイッズからイラーク政権を継承したイッズ・アッダウラ

‘lzz　al－Dawlaと争ってイラーク政権を吸収し，ブワイフ朝を単独君主による一カ軍事政権

にまで押し上げた，その過程を検討した［橋爪2003］。このアドゥドによるブワイフ朝統一一，

すなわちジバール政権が単独でブワイフ朝を握うという状況になると，前述の様に三政権の

連合体としてのブワイフ朝という捉え方はできなくなる。つまり，アドゥドの統一の時点で，

第一次「イラーク政権」及び第一一次「ジバール政権」という枠組みは解体する。アドゥドの

死後ブワイフ朝は再び諸政権に分裂するため，それらの政権を指して「イラーク政権」「ジ

バール政権」と呼ぶべき政権が新たに登場するが，本稿で使用する「ジバール政権」はルク

ンに始まり，アドゥドの統一によってその役割を終えるド第一次ジバール政権」を意味する。

本稿はこの第一次「ジバール政権」を対象とする。

　2　ジバール政権の成立

　ジバール政権の成立をどの時点に求めるかは若干の異論もあろうが3），335H年

al－M蜘arram月（946年8月）におけるルクンのライへの入城時点をもって成立と考える

2）　この他，Bosworth　l981がブワイフ朝とサーマーン朝の狭間で活躍したサガーニヤーンの君侯

　イブン・ムフタージュ家の事績を紹介しており，参考とした。

3）ルクンがイマードの命を受け，ジバールに進出し，イスファハーンを獲得する時点やカリフか

　ら「ルクン・アッダウラ」のうカブを得る334H年をその成立と考える事もできる。
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［Tのδγ狛II：108；Kdimil　VIII：467］。その理由として，ルクンと兄イマードの関係を挙げる

事ができる。

　ズィヤール朝から独立し，ファールスに居を構えたイマーードはルクンをジバール方面，ム

イッズをイラーク方面に派遣し，勢力拡大を図る。この時点では，二人の弟は兄イマードの

一将軍として行動している。しかし，ムイッズに関しては334H（945　一　946）年以降ルク

ンに関しては335猛（946・一・947）年以降，イマードがヂ命令」という形で指示を与え，その

行動を制御するという状況が見られなくなる［橋爪2003：64－66］。つまり，ルクンは335

H年にジバールを征服して以降，兄から独立して政権i運営を開始するのであり，この時点

をもってジバール政権の成立と考える事ができるのである。ではこのジバール政権成立に至

る期間の，ブワイフ朝の戦略はどのようなものであったのだろうか。

　3　イマード・アッダウラの戦略

　322H（934）年ファールス地方の主邑シーラーズに入城し，同年カリフから同地のア

ミールとして任命されたイマードであったがこTのσγ2房：299　一　300］，その勢力は小さく，旧

主マルダーウィージュMardawij　b．　Ziyar4）に対抗する力は全くなかった。そのためイマー

ドはマルダーウィージュの名でフトバを行い，ルクンを人質として差し出すなど［Tのδ励

1：302］，彼の機嫌を回る事で自勢力の保全を図る。しかし，翌323H（935）年マルダー

ウィージュが殺害され，彼の軍隊の一部を吸収すると，イマードはその恭順的態度を一変さ

せる。彼は混乱するズィヤール朝の虚を突いて，ルクンを将とする一軍をジバール地方へ進

軍させるのである薮丁のδγ∫房：310，312－315；1〈dimil　VIII：312］5）。

　イマードには，恭順的な態度を示しながらも，内心では勢力拡大を目指すという野心の強

さがあったようである。そして，自らの真意を隠して事を行うという彼の姿勢は，次の事例

からも明らかである。

　333H（944　一　945）年ヌーフ1世N油b．　Na＄rの命を受けたアブー・アリー　AbO　‘Ali　lbn

Muhtaj　6）はワシュマキールと共にライに進軍した。当時ライに駐留していたルクンぱ），

アブー・アリー到来の報に接し，イマードに指示を仰ぐ。すると彼は，ルクンに一旦ライを

放棄するよう命じる。その後，イマードはアブー・アリーとヌーフ1世に対して離間策を用

4）ズィヤール朝の創始者。彼の死後，弟のワシュマキールWashmakirが岡朝の君主となる。

5）　マルダーウィージュ殺害当時イスファハーンにて人質となっていたルクンは獄吏を買収し逃亡

　する［Tの27必1：315］。

6）親王①及び④を参照。

7）　イスファハーン侵攻後のルクンはワシ＝マキールと一進一退の攻防を繰り広げ，329H（940－

　941）年にアブー・アリーが東方からズィヤール朝領内に侵入すると，これに呼麻する形でライに

　向かい，330H（941－942）黛アブー一一■アリーがナスルR世Na＄r　b．　Abmadの死の報に接してホ

　ラーサーンに退却すると，弱体化したワシュマキーールの軍を破ってライを征服していた［翫麺励

　1：　352，　366，　380，　411；II：　3－8，　47；Kamil　VIII：356－357，　359一　361，　369　一371，　388－391］．
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表1　サーマーン朝ホラーサーン総督

人　　　　　名 着　　任 解　　任 在職年 在任当時の轡主 離職羅油

①
AbガAli曲mad　b．
轤艪≠高高≠п@Ibn　Mu雛al

327H 333HRalab 6舞三 Na§r　II～N顔1 反乱ゆ赦免

②
Ab血亙s麺aq　ibrah工m　b．　Sim拍r

＄ｹ一Dawati
333HRalab 335H 2年 N的1 敗戦ゆ退却

③ Ma臓鱗r　b，　Qaratakln

335H　　　　　　　340HRabl‘1Rama弓言n

5年 漁摯1 戦没

④
Aba‘A貰劫mad　b．

lゆammad　Ibn顛ゆtaj
340貝

qama¢撫
342H 2年 博い 反乱弗亡命

⑤
Aba　Sa‘id　Bakr　b．　Malik

≠P－Fargむani

342H
ior　343　H）

345H 3年
N丘頃～

eAbδa1－Malik
暗殺

⑥
Al）O　a正一翠asan　Muりammad　b．

hbrah亙n　Ibn　Slmlar
347｝｛ 349頁Jun｝農da　H 2年 ‘Abd　aトMalik 解任

⑦
AbαMan争ar　Mゆa組mad　b．‘Abd　al－Razzaq 349H

iumada　II
349HDhΩal唄ijja 6ヶ擁 ‘Abd　al－Malik 政争解任

⑧ aレ塒lib　Alftak1n
349R
chU　a1唄llla

350H 1年
‘Abd　a1－Mal轍～

lan錦r
政争解任砂反乱

⑨
Aba　Man＄獣Mゆamぎnad　b，‘Abd　al－Razzaq 350H

chU　a｝一Qa‘da
350HDhO　al－1苅la 1ケ月 Man§ar 引責解任→反乱

⑩
Ab亘aレ絃asan　Mtぬamrnad　b．

hbrahlm　Ibn　S亙ml負r

350H

ch題aト璃la
371HSha‘b農n 20年 Man鋤r～臨りII 政争解任ゆ隠遁

⑪
Aba　aドAbbas　Tash　al－H昌lib

奄浮唐♀Mal－Dawla

371H
rha‘ban

376K 5年 恥垣至

い，両者の関係を悪化させる。彼は二枚舌外交によってヌーフ王世には，ジバールからの運

上金をそれまでの二倍支払う事，アブー・アリーの背後を襲い，ヌーフ1世に軍事的支援を

行う事を約束する。一方，アブー・アリーに対しては，ヌーフ1世のアブー・アリーに対す

る裏切りを警告し，ヌーフ1世との戦いにおいてアブー・アリーを支援する事を約束する

〔Tの臨めH：100　一　IOI］8）。もちろん，イマードの離間策のみがヌーフ1世とアブー・アリー

の反圏の理由ではない9）。しかし，両者の仲が芳しくない事を何らかの方法によって把握し

ていたイマードは，その状況を利用し，巧みな外交手段を用いて，ライを容易に確保できる

状況を作り出すという，真の目的を達成したのである。

　この離間策の結果，アブー・アリーはヌーフ1世の叔父イブラーーヒーム・プン・アフマド

王brahim　b。　A麺mad】o）をサーマーン朝君主に推戴し，ヌーフ1世に対する戦いを開始する。

その結果手薄となったライを，　ルクンは容易に領有する事ができたのである　［TaYa－rib　II：

108　；　Kdimil　VIII　：　467］．

　以上の様に，イマードは単に軍事的成功のみに依拠してブワイフ朝を創始しその勢力を維

持したのではなく，様々な策略を用いて自らの利益を確保する手腕にも長けた人物であり，

8）　この部分の引用は本稿第W章1節に示した。

9）　アブー・アリーがヌーフ1世に薄して反乱を趨こした原因やその経過については，Tα殖γのII：

　100－104；Kdemil　VIII：458　一　465またTreadwe111991：212－230；Treadwell　2003320　一　324；

　Bosworth　1981：6－8を参照。

10）ナスルH世の兄弟で，当時ハムダーン朝に亡命していた〔7切伽δ二王：101］。
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その揚揮下でルクンは335H年にライに入城し，ブワイフ朝ジバール政権を樹立したので

あった。

■　サーマーン朝のジバール侵攻

　第1章では，ジバール政権の成立にはイマードの手腕が大きく影響していた事を示した。

しかしジバール政権成立後，イマードは弟ルクンに対して干渉しなくなる［橋爪2003：66－

67］。史料からも335H年以降はルクン自らがサーマーン朝やズィヤール朝との戦争・外交

を指揮している様子が伝わってくる。本章では，ジバール政権iとサーマーン朝の関わりにつ

いて，サーマーン朝による四度のジバール侵攻戦に注目し，それらの事例を時系列に並べて

検討する。

SEtmlin－Khuda

　　　l

　Asad

N曲　　　　　　　　A㎞｝ad里　　　　　　Y的y展 韮y銭S

Nasr　I 　Ism議‘祖

（279－295W892－907）

　l

A毎mad　H

（295一一301W907－914）

Is頃q

Ilyお Mans齎

．一一一mntL－Tmw－Tm
Nasr■　　　　　　　沁r謹m　　　　Y的ya　　　　Ma鵜Ur
（30i一一331H／914一一943）

H－p－r－ny一一mmn
IsmA（il　Nah　l　Mubannmad
　　　　　　　　　（331－343H7943－954）

rve一一一Tnt一一1一一丁一一一一一一一一i
　　｛Al）d　ai－Malik　1

（343一一350｝一1／954－961）

Abrr｝ad　Nasr　‘Abd　al－CAziz Matisar　1

（35e－365H7961－976）

　I

N面∬
（365－387H／976－997）

MansUr　R

（387－389M997－999）

CAbd　al－Malik　ll

（389H／999）

サ・一マーン朝家系図

王sm蕊雛

（一395WleO5）



26 橋　爪 弄

　1　第一の侵攻

　ジバール全土を確保し，勢力拡大を図るルクンの許に，サーマーン朝の将軍ムハンマド・

プン・アブド・アッラッザークAbO　Man鱒r　Mu慾mmad　b．‘Abd　a1－Razzaq　al－TUslii）

が亡命してくる［7下馴∂11：117；Kdmil　VIII　：　470　一　471］。これを契機に，ブワイフ家の三

兄弟イマード，ルクン，ムイッズの問で，ルクンがホラーサーン方面に進出し，悶地をルク

ンの領地とするという合意が成っている［7切σ7のII：117－l18；橋爪2003：63］。この合意

は，ジバール以東はルクンの領地として約束された事を意味し，また兄弟の政権とは独立し

た政権iとしてジバール政権が存在した事の証明になろう。その後ルクンはこの合意に基づ

き，岡盟者のハサン・プン・ファイルーザーンal一耳asan　b．　al－Fayrgzani2）と共にタバリ

スターン方面に侵攻し，ワシュマキールをサーマーン朝領内へ駆逐する［Kdimil　VIII：475－

476；　Takmila：　16e］o

　この様に政権樹立直後のルクンは，アブー・アリーの反乱によってサーマーン朝が自らの

行動に対応できない事を見越して，東方への勢力拡大を翻ったのである£Treadwe111991：

212一　230；Treadwell　2003：320　一　324；　Bosworth　1981：　6－8］．

　一方ジバール政権の東方への拡大を懸念したヌーフ1世は，アブー・アリーの反乱鎮圧直

後に，マンスール・プン・カラータキーンMan§ur　b．　Qaratakin　aHsfiyabi13）をホラー

サーン総督に任命し，ライへの進軍を命じる。337H年にイブン・カラータキーンは最初の

ジバール侵攻を試みている［Tのδ励H：1i7；Kamil　VHI：478；Tαhmila：161］。この時，

ジバール政権はカスピ海南西岸一帯に勢力を張っていたムサーフィル朝1のの侵攻を受けてお

り［Tadarrib　II：115；Kdmil　VIII：478　一　480；Takmilα：161］，東西からの外敵勢力の圧力に

直面することとなった。この東西両方面からの外敵の侵入に対して，ルクンはどちらも退け

る事に成功した［7切σγのH：119－120］15）。しかし，339山回Safar月（950年匹8月）に始

まるiプン・カラータキーンの侵攻はジバール政権最初の危機となる。340H年Rabi‘II月

（951年9－IO月）にイブン・カラータキーンがライ近郊で死去し，ルクンはサーマーン三

軍を排除し得たが，この間，ジバール地方の大半はイブン・カラータキーンの手申に落ち，

ルクンはムイッズからの援軍を加え，ジバール地方の再征服に務めなければならなかったか

ll）表1⑦及び⑨を参照。　トゥース～帯の領主家系出身。　彼の亡命理由についてはKamil　VIII：

　470；Minorsky　1956：164を参照。

12）　ジュルジャーン地方の在地勢力の酋領。詳細は第斑章1節を参照。

13）表1③を参照。

14）　タールム，アゼルバイジャン，アッラーン，アルメニアー帯に勢力を張ったダイラム系の政権。

　当時最盛i期を迎えていたムサーフィル朝の君主マルズバーンMarzban　b．　Mu加mmadはライに

　攻め込むが，ルクンの反撃に遭い，敗走した［Eア：“MUSAFIRIDS”，　VII，655b－657b．］。

15）　ちなみにKdmil　｛まイブン・カラータキーンの退却の理由を伝えているが，それは主君ヌーフ1

　世に対する不信感からの撤退であった〔Kdmil　VIII：478］。
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らであるこTα殖γ功IL　123，126　一　127，王29，136－143；Kdimil　VIII：486－489，492；Takmilα：

165］　i6）o

　その後ルクンは，ムイッズの援助を受けつつ，徐々に失地を回復していった［7切δ励II：

138　一　139］。この事は，サーマーン朝の軍隊を軍：事力で排除できる程，ジバール政権及びブ

ワイフ朝の全体の勢力が増していた事を示していよう。

　2　第二の侵攻

　二度目のサーマーン朝の侵攻は342H（953　一　954）年に，アブー・アリー17）率いる軍勢に

よってもたらされた。この度の侵攻は，故地ジバール地方の回復を目指すワシュマキールが

ヌーフ1世に支援を求め，それに答える形で起こつだ8）。三ヶ月に亙ってライの城門付近で

戦いが行われたが，ジバール政権側の軍隊の頑強な抵抗と忍耐力に根負けし，また冬の訪れ

に伴う降雪を心配したサーマーン三軍は和平を持ちかけ，ホラーサーンへ撤退した。一方，

この和平に不服のワシュマキールはヌーフ工世に手紙を書き，アブー・アリーのジバール政

権との馴れ合いを告げた。これに怒ったヌーフ1世はアブー・アリーをホラーサーン総督か

ら解任し，バクル・プン・マーリクAbU　Sa‘ld　Ba｝〈r　b．　M21ik　a1－Farghanii9＞を大軍と共に

派遣した。アブー・アリーはヌーフ1世との関係修復を諦め，ルクンと誼を通じ，343H

（954－955）年にはジバール政権に亡命を果たす。

　一方，ジバール政権側は，恐らくムイッズを介して，カリフによる仲裁の使者をサーマー

ン朝へ派遣させる〔Taidrib　II：王47，154　一　155；Kdmil　VIII：504，505－506；Takmila：王68；

Zayn　：　29］　20）．

　今回の侵攻においてルクンは，ダイラム兵特有の忍耐強さを活かし，三ヶ月に亙る攻囲に

耐え，敵を撤退させる。敵将アブー・アリーがブワイフ朝と誼を通じた事のある人物で，和

平交渉に持ち込み易かった事も幸いしただろう。アブー・アリーはルクンと和平を結んだ事

によってヌーフ王世からその忠誠を疑われ，再びホラーサーン総督から解任されるが，この

結果サーマーン朝内部は混乱し，ジバール政権に有利な状況となる。更にサーマーン朝に

16）　イブン・カラータキーンのジバール侵攻を招いた原因はルクンがジバール地方の守りを手薄に

　したためであった。彼はイマードの死後の，ファールスの政情不安を鎮め，アドゥドの支配を確

　謝するために，軍隊を率いてシーラーズに赴いていた。イブン・カラータキーンの侵攻は，この

　ルクンの不在を衝くものであった〔Tadd7’ib　II：120－123，137　一　138；Kdmil　VIII：482　一　483］。

17）表至④を参照。一一度はヌーフ1世への反逆を試みたアブー・アリーであったが，その後ヌーフ

　1世の赦免を受け，イブン・カラータキーンの死後再びホラーサーン総督に就任していた

　［Kdmil　VIII：493；Zayn：29］．

18）K6milは341　H（952－953）年にルクンが再びタバリスターン，ジュルジャーン遠征を行い，

　ワシュマキールをホラーサーンへと排除した：事を伝えている〔Kδmil　VIII；499］。

19）表1⑤を参照。

20）Kdmil及びZaynはこの和平に関して，ルクンには毎年200，000ディーナール（以下DNR）の

　支払いの条件が課されていたと伝えている［Kdmil　VIII：504；Zayn：2gj。
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とってはヌーフ1世の死去が重なり［Kamil　VIII：508］，戦争継続が不可能となる。

　加えてジバール政権は，カリフによる仲裁を持ち出し，サーマーン朝と和平を結ぶ事で，

今圓の戦を終結させている。これは単に軍事力に頼るだけでなく，カリフの権威を利用して

事を運ぼうとする姿勢の現れとみる事ができよう。この仲裁がカリフの自発的なものでない

事は，335R年やth．　343　H年の事例からも明らかである21）。

　3　第三の侵攻

　サーマーン朝第三度圏のジバール侵攻は344・H（955　一　956）年に行われた。この度の侵攻

は二方面から行われ，一方はバクル率いる軍隊がナイサーブールよりホラーサーン街道を二

進し22），もう一方はムハンマド・プン・マーカーンMubammad　b，　Makan23）率いる一軍が

砂漠24＞の道を通ってイスファハーンを攻撃するというものであった。諸史料はイスファハー

ンの戦いの詳細を伝えているが，バクル軍の詳細は不明である。イスファハーンを巡る戦い

では，ルクンの宰相イブン・アルアミーF“　AbU　al－Fadl　Ibn　a1一‘Amidが活躍し，イブン。

マーカーン軍を敗走させ，イブン・マーカーンを捕虜とする［丁嬢励II：i59－161；Kdimil

VIII：51i－512；Zayn：3e］．

　イスファハーンでの勝利に勢いづいたルクンはジュルジャーンに侵攻し，同地の征服を試

みるが，バクルの到来を知ると，彼と和平交渉を行い，ルクンがライとジバール全土を領有

する代わりに，貢納金を毎年支払うという条件25＞で和平を締結している〔Kldmil　VII王：512］。

　更に同年，亡命中のアブー・アリーが死亡したため，ジバール政権とサーマーン朝との間

で和平が成立，アブド・アルマリク1世‘Abd　al－Malik　b．　N的はルクンを仲介としてカリ

フの叙任を得ている［7切δγ必II：161；Takmila：170〕26）。

21）334H奪アブー・アリーの反乱に際し，彼がサーマーン朝鷺主に推戴したイブラーヒームに対

　して，カリフはイマードの仲介によりホラーサーンの支配権を叙任する。この叙任により，サー

　マーン朝内部の主導旛争いに混乱がもたらされた。この事が当蒔ジバール獲得を騒指していたブ

　ワイフ家の主導で行われたものである事は丁嬢γ♂δの詑述より明らかである〔7切観δII：103］。

　一方，343H年の事例は，342｝H年にホラーサーン総督から解任されたアブ・一・アリーが，サー

　マーン朝を見限ってカリフからの叙任を獲得しようとし，それに応じる形でホラーサーンの支配

　権が叙任されるが，ルクン及びムイッズの仲介があった　［7切伽δII：156－157；Kdmil　VHI：

　507］。この様に，当時のカリフからの叙任はカリフを牛耳るブワイフ朝の意向が反映していると

　見て大過ないだろう。

22）バクル慶下の軍隊の異体的な行動は史料中には示されていない。しかし，イスファハーンへの

　救援に自ら赴かないルクンの行動から考えて，バクル軍はルクンをライに釘替けにしていたと考

　えられる［Kdmil　VII1：512］。

23）　マーカーン・プン・カーキーMakan　b．　Kakiの息子。

24）　イラン中央に広がるカビール砂漠及びル・一ト砂漠を指す。

25）Zαynは貢納額について，毎年200，000　DNRと伝えている［Zαyn：30］。

26）　バクルとの和平交渉に続き，アブド・アルマリクとの和平が成っているが，この点については

　考察を要する問題である。本稿第IV章2節を参照。
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　4　第四の侵攻

　344H年の和平以後12年問，ジバール政権とサーマーン朝との間で表立った戦闘は行わ

れなかった。この原因は，特にサーマーン朝内部の事情に求められる。

　350H年Shawwal月11日（961年11月23日）にアブド・アルマリク1世が落馬により

死去し，弟マンスール1世Man樋r　b．　NUhが彼の後継者として擁立される　［T⑳γ曲IL

189；Kdmil　VHI：535；Tahmila：180；Zayn：32　一　33］。このマンスール1世の登極を巡る

サーマーン二二廷内の権力争いに端を発し，二人のホラーサーン総督が相次いで更迭され，

彼等を討伐するという事態に至る。一人は後のガズナ朝の創始者アルフタキーンAlftakin

al－ifalib27）であり，もう一人は以前ジバール政権に亡命していたiプン・アブド・アッ

ラッザーク28）である。このサーマーン朝内部の混乱が対外活動を抑綱していた事は想像に難

くない。

　その後，体勢を立て直したサーマーン朝は356H（967）年に四度目のジバール侵攻を図

る。史料はこの侵攻の原因として，キルマーンからブハラに亡命して来たイブン・イルヤー

スAbガAli　Mubammad　b．　IlyasがヌーフH世N的b．　Man§Urに対し，ジバール侵攻を

促した事を伝えている［7切目房王：232；Kdmil　VI王王：586］。そこで，ヌーフII世はジュル

ジャーンの同盟者ワシュマキールに加え，ジバール政権との関係が深いイブン・ファイルー

ザーンをも味方に付け，時のホラーサーン総督イブン・シームジュールAbit　al－Hasan

M漁ammad　b．　Ibrahlm　lbn　Simjitr29）にジバール侵攻を命じたのである。

　これに対してルクンは，ファールスにいる息子のアドゥドと，甥のイッズに援助を求めた。

イッズは政権内の内紛が原因で援軍を送る事はできなかったが［7切σ励II：234］，アドゥ

ドは援軍に際してその戦略的才能を示した。

　　アドゥドはイブン・ルーズマーンAb9∫a‘far　lbn　RCzmanを将とする騎馬軍鰯をルク

　　ンへの援軍とした。そして，自らはホラーサーンへの進軍のためイスタフルに向けて出

　　発した。そして，彼はハージブの一人を前衛軍と共にトゥライシース30）へ先行させた。

　　そこで，アドゥドは自らの軍にこう言った「ホラーサーンの軍隊は総じて，諸地域から

　　集まった者やガーズィーたちと共にライへ向けて進軍してしまっており，ホラーサーン

　　は空である。よもやその地を征服できぬ事はないwa　laysa　dana　mullei－hdi　s勧y協刎

27）彼の反乱とその理由については，Tのσ励II：191　一　912；Kdimil　VIII：544；Zαyn：32　一　33；

　β嘘擁短：135；Na多im　1931：24　一　26；Siydisat：113－122；Darke　1960：109　一　117　2参照。

28）　アルフタキーンの反乱に続き，この反乱鎮圧のために派遣されたイブン・アブド・アッラッ

　ザークもまたサーマーン朝の討伐の対象となる。これはアルフタキーン討伐失敗の貴を問われた

　事，また彼のブワイフ朝との関係の深さが問題視されたためであろう［Zayn：　33　一　34；Minorsky

　l956：　164　一　165］0

29）表1⑩を参照。彼の父もホラーサーン総督であった。表1②を参照。

30）　トゥライシースTuraythithはナイサーブール近郊の村であるという［Mπ知㎜IV：33　一　34］。
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　　と。その話がホラーサーン軍に伝わると，彼等は若干退却した［7切σ7のII：233〕。

　アドゥドは守りの手薄なホラーサーンへ向けて進軍したのである［Kdimil　VIII　：578］。こ

の策が的中し，サーマーン朝旦はダームガーンまで退却する。ジバール政権は二方面から

サーマーン二軍を攻める姿勢を示したのである。

　更にサーマーン晶晶には，ワシュマキールが狩猟中に事故死し，彼の後継者ビーストゥー

ンBlhstanがルクンと和平を結び，ジバール政権側につくという不利な状況が重なる

［7切間δII：233；Kdimil　VI工1：578；Zayn：35］。その後の経過について史料は伝えていない

が，イブン・シームジュール鷹下のサーマーン朝軍は撤退を余儀なくされたものと見て大過

ないだろう。ジバール政権iは戦略的に上位を占めっっ，ワシュマキールの事故死という幸運

も利用し，再びサーマーン朝軍の侵攻を退ける事に成功したのである。また今圓，ズィヤー

ル朝がサーマーン朝からブワイフ朝側についたという事も晃逃せない。

　以上サーマーン朝による四度のジバール侵攻について見てきた。最：後の侵攻から5年後の

361｝｛（971－972）年，サーマーン朝とブワイフ朝の間で和平が成立する。この和平以後

サーマーン朝がジバールに侵攻する事はなくなるQその理由はガズナ朝やカラハン朝など東

方からの脅威に晒される様になる事やブワイフ朝がアドゥドの治世を迎え最盛期に入り，そ

の力関係に差がなくなっていた事などの状況が存在したためであろう。

皿　ジバール政権とサーマーン朝の狭間で

　第H章では，ルクンの治世期における，サーマーン朝のジバール侵攻の様子を時系列に並

べて検討した。ジバール政権は335H年にライを根拠地として成立して以降，徐々にその

勢力範囲を東へと広げていった。その勢力拡大がサーマーン朝に脅威を与え，故にサーマー

ン朝は征西活動を繰り返したのである。

　本章では，第豆章での検討を踏まえ，両者の角逐の内実を，その狭問にあって活躍した

「サーマーン朝ホラーサーン総督」と「ジュルジャーンの君侯たち」の二点から検討する。

　1　サーマーン朝ホラーサーン総督

　287H／900年，時のサーマーン朝君主イスマーイール1世Isma‘il　b．　Abmadはサッファー

ル朝山主アムル・プン・アッライス‘Amr　b．　al－Laythの軍隊を破り，ホラーサーン地方の

支配権をカリフより認められた［㌍VIH：1026b］。以後サーマーン朝のホラーサーン支配

が始まる。その中心都市ナイサーブールには，サーマーン朝から任命された役人が赴任し，

軍事行政権を司った。諸史料は彼等に対する呼び方について一一致せず，‘dmil　3i＞，ゼ鋤趣α鷹γ

31）Kamil　VHI：264，356では「ホラーサーン軍のアーミルに任命する2sごα物認α冨σ」とか「ホ

　ラーサーンとその地の軍隊のアーミルに任命する」と記されており，被任命者がアーミル‘dimil

　であった事を窺わせる。
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［Za：yn：26，29－35，37，40］32），＄dildbブaysh（or　」姻ptsh）khurdsdn　［」〈δmig　VIII：492，577，

626，655］などと呼んでいる。しかしその職務内容は，特に軍事的要素が強い事から，彼等

は単なる行政官ではなく，軍隊指揮権を有した総督であると考えるべきだろう33）。

　表茎を参照されたい。ジバール政権と関わったサーマーン朝ホラーサーン総督就任者を列

挙したものである。延べ11名の内，①，③，④，⑤，⑩の総督がジバール遠征を行った人

物である34）。⑩を除いて，在職期間が2～5年とそれ程長くない理由は，ホラーサーン総督

の置かれた立場にあると思われる。彼等はホラーサーン地方の軍事・財政の両権を司り，西

方諸君侯との交渉についても責任があった35＞。その大きな権限故に，サーマーン朝君主及び

廷臣たちの嫉妬と疑念を受けると共に政争に巻き込まれ，ある者は解任されたり暗殺され，

またある者はサーマーン朝君主に対して反乱を起こしたり，他圏に亡命したりして，総督職

を辞したのである。表1の内，反乱を起こした者は①，④，⑧，⑨の4名，亡命した者は④，

⑦の2名，暗殺された者は⑤である。

　ここで，サーマーン朝支配体制を脱した二人の総督（④，⑦）について，ジバール政権及

びサーマーン朝の採った対応から検討する。この二人，アブー・アリー36＞とイブン・アブ

ド・アッラッザーク37）は夫々サが一廉ヤーン，トゥースに割拠する豪族であった。二人は反

乱や亡命によって一一旦サーマーン朝政権の傘下から脱しているが，再びその傘下に入ってい

る。これはサーマーン朝の政権構造と関係があると思われる。マーワラーアンナフルを拠点

に勢力を拡大したサーマーン朝は，その拡大に当たって，地方豪族の独立性をある程度認め

っっ彼等を政権i内に取り込んでいったのである［Treadwell　I991：1G8－HO3。彼等二人も

そうして飯り込まれた豪族の一部であった。これら地方豪族38）の取り込みはサーマーン朝の

勢力拡大に貢献しただろうが，反面同王朝の政権構造は常に不安定となった39）。

　ジバール政権の対サーマーン朝政策は，この不安定な政権i構造を利用するものであった。

32）特にZaynではホラーサーンの将軍wa　siPah－sdildiri－yi　lehurdrdinという表現が頻出する。

33）但し，本稿では彼等の職務内容を詳細に検討した上で，f総督」と呼んでいるわけではない。今

　後の課題としたい。

34）但し①は，ジバール政権成立以前に，サーマーン朝のジバール支：配を確：立するための遠征軍を

　率いた人物である。本稿第1章3節を参照。

35）　ジバール政権との交渉の殆どはホラーサーン総督が行っている。例えばTα麺7狛II：154，161，

　311－312を参照。

36）彼の行動については，本稿a9　1章3節，第送膳1～2節，第IV章2節及びBosworth　1981：3－

　IO；Treadwell：2003：320　一　326を参照。

37）彼の行動についてはMinorsky　l956：164－166；Treadwell　l991：224　一　225を参照。

38）　ホラーサーン総督就任者の内，前述の二人以外にもバクル・プン・マーリクがフェルガナの有

　力家系出身と伝えられる［Treadwe｝11991：314－315］。またTαbaqatはバクルがブワイフ朝との

　関係を疑われて殺害された事を伝えている［Tαbaqdit：210］。

39）　332H年にはフワーラズムの豪族イブン・アシ＝カームlbn　al－Ashkamがヌーフ1撲に対し

　て叛旗を翻すが，後に赦されている［Kdmil　VIII：415］。
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先にイマードによるアブー・アリー調略の事例を示したが4e），それ以外にもルクンがサー

マーン朝宮廷の廷臣たちを買収し，同朝の対ジバール政権対策を混乱させようとしていた事

を示す記述がKdmilによって伝えられている。それによると，前述の如くイブン・イル

ヤースがマンスール1世に対しブワイフ朝を攻撃するよう勧めた時4D，イブン・イルヤース

はマンスールの廷臣たちがルクン（史料中では「ダイラム」）によって買収されていると忠

告している〔Kdimil　VIII：577342）。またルクンは，サーマーン朝側に接近しっっあったイブ

ン・アブド・アッラッザークに対しても各種の贈り物をし，結果イブン・アブド・アッラッ

ザークはサーマーン朝から疑われる事になる［Kdimil　VIIi：533］Q

　この様にジバール政権は強大なサーマーン朝勢力の西進を防ぐために調略を用い，不安定

なサーマーン朝ホラーサーン総督の地位をその格好の標的としていたのである。

　一方，サーマーン朝も自らの勢力保持のために，反乱者や離反者であっても，自政権に取

り込んで利用していた◎サーマーン朝宮廷内の様々な思惑によって翻弄されたホラーサーン

総督であるが，地方豪族出身の総督たちの保持する地盤と軍事力故に，サーマーン朝は彼等

を容易に切り捨てる事ができなかったのである。

　2　ジュルジャーンのi醤侯たち

　本節では，両勢力の狭間で活躍したジュルジャーンの君侯たち，つまりズィヤール朝のワ

シュマキール及びその息子たちとイブン・ファイルーザーンの活動の特徴について，また彼

等に対するジバール政権及びサーマーン朝の対応について検討する。

　まず，ワシュマキールであるが，彼は兄マルダーウィージュの死後，ズィヤール朝潜主と

なる。だが兄の暗殺死で混乱する中，ブワイフ朝の侵攻を受け，徐々に北東部へと退却を余

儀なくされた。ズィヤール朝の家臣であったイマードやルクンによってその勢力を削がれて

いく事は彼にとって耐え難い状況であったと思われる。故に彼は終生，反ブワイフ朝の姿勢

を崩さず，357・K（967）年に死去するまで，彼はサーマーン朝から援助を引き出しっっジ

バール政権からジバール地方を奪還することに努めた〔Kdmil　VIII：471，499，577－578］。

　一方，ジバール政権側もワシュマキールを徹底的に排除する方針だったようである。彼と

ジバール政権との交渉は一切伝えられておらず，ルクンは事ある毎にワシュマキールを攻略

し，ジュルジャーンからの排撃を試みている［丁嬢γ狛II：119－120，158，190；Kdmil　VIII：

390，475－476，499，504，509，527，542］。ダイラム・ギーラーン地方出身の両政権は，その出

自や支配の正当性の点で，共存の余地は全く残っていなかったのであろう。

40）　本稿第1章3節を参照Q

41）　本稿第R章4節を参照。

42）　ワシュマキールも同様の忠告を行い，イブン。イルヤースの情報を裏付けている［Kamil　VIII：

　577］o
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　ワシュマキールの後継者ビーストゥーンは父の姿勢を踏襲せず，ジバール政権に接近し，

同政権経由でカリフ・ムティーaレMu貫li胎hよりタバリスターン，ジュルジャーン，

シャールース，ルーヤーンの支配権を得ている　［Kamil　VI工1：578；Zαyn：35；Tabaristan

II：4〕。マルダーウィージュ死後，ズィヤール朝を受け継いだワシュマキールはサーマーン

朝の援助を受けて，失地回復に躍起になっていた。そのため，ブワイフ朝は常に北東部に火

種を抱える状態であった。しかし新たにズィヤール朝霧主となったビーストゥーンは，むし

ろサーマーン朝との関係を絶ち，ブワイフ朝との関係を重視する事で，自勢力の保持を図ろ

うとしたのである。それはジバール政権にとっては好ましい状況だった。故にジバール政権

は，タバリスターン地方などに対するカリフの叙任とザヒール・アッダウラZαhir　al－

DawJaのラカブをビーストゥーンに与えるよう尽力したのである［Zayn：35］。一方，次男

のカーブースQabasはサーマーン朝ホラーサーン総督イブン・シームジュールと結び付き

［Tabαristdin　II：4〕，その後反ブワイフ朝姿勢を鮮明にする43）。

　反ブワイフ朝姿勢を鮮明にするワシュマキールに対して，カスピ海南岸地域への影響力を

保持したいサーマーン朝は全面的な支援を行ってきた。しかし，ビーストゥーンがブワイフ

朝についた事により，同地域におけるジバール政権とサーマーン朝の勢力図がジバール政権

有利に傾いた事は確かである。

　最後にイブン・ファイルーザーンについて，彼はおおむねジバール政権寄りの姿勢を採っ

ていた。彼とジバール政権の結び付きばアブー・アリーの最初のジバール遠征の時に始まる。

イブン・ファイルーザーンはイマードが以前仕えたマーカーンと姻戚関係にあり，マーカー

ン殺害に関する疑惑から，ワシュマキールに対する復讐のためルクンと同盟を結んだ

［Kamil　Vm：388　一　390］。両者の関係は良好だったようで，ルクンは彼の娘を浸り，ファフ

ル・アッダウラFakhr　a1－Dawlaを儲ける。また，共同でワシュマキールと戦ってもいる

［Kamil　VIII：475］。以下の引用は，ルクンとイブン・ファイルーザーンの結び付きの強さ

を示す一文である。

　　（ルクンEヨく）「汝（アドゥド）は知らぬのか，余にとって他人であるハサン・プン・

　　ファイルーザーンを余が何度も助けた事を？　余はその都度王国の外へ出て行き，余自

　　ら命を賭してワシュマキールやホラーサーンの太守と戦い，その結果勝利して，彼等の

　　領地を奪い，それをイブン・ファイルーザーンに引き渡し，そして，美名を求め，男気

　　を保つ事のために，1ディルハム（以下DRHM），或いはそれ以下の価値：のものも受け

　　取らずに引き返した事を？［Tのδ7∫δII：350］

　しかし，342ヨ年にヌーフ1世の仲介でワシュマキールと友好関係を構築して以降

43）　カ・一ブースは後に，アドゥドの回歴を逃れてきたファフルを助けてアドゥドと戦い，共にサー一

　マーン朝ホラーサーン総督ターシュAba　al一‘Abbas　Tash（表1⑪を参照）の許へ逃亡する。
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〔Kdmil　VIIi：505］，むしろサーマーン朝側に立って行動している節もある　［Kdmig　V王H：

577］。しかしながら，ルクンは彼との関係を維持しようと349　H年にはジュルジャーンに

行き，贈り物をしている［Kdimil　VH王：533］。また上記の引用はイブン・ファイルーザーン

の死（356H）から8年後の364R（974－975）年の出来事での発言である事を考えると，

彼とルクンの関係がそれ程悪化していたとも思われない。

　彼の割拠したジュルジャーン地方は，ジバール地方から遠く，常にズィヤール朝やサー

マーン朝の介入を受ける地域であったため，その政権は安定しなかった。そのため常にジ

バール政権との岡盟に頼れなかったイブン・ファイルーザーンはサーマーン朝との関係も結

んでおく必要があったのだろう。彼は356H年に死去するが［7切σ励H：239］，その後厄

の一族はジバール政権とサーマーン朝の角逐において重要な役割を果たさなかったようで，

その動向は史料には殆ど現れなくなる。

　以上両勢力の狭間で活動した小勢力の動向を検討した。その結果，既に大勢力としてホ

ラーサーン地方やカスピ海南岸地域に影響力を及ぼしていたサーマーン朝に較べて，新興の

ブワイフ朝ジバール政権は，特にホラーサーン総督の不安定な立場に付け込むなど，様々な

外交政策を展開し，自勢力の拡大を有利に進めようとしていたことが明らかとなった。

IV　サーマーン朝とジバール政権の外交交渉

　第E章で示した様に，サーマーン朝は四度ジバール政権に対する遠征を行った。本章では，

最初のアブー・アリーのジバール遠征を加えた五度の遠征の前後において，ジバール政権と

サーマーン朝間で行われた交渉の内容について検討する。

1　両者の交渉

334R年，イマードはヌーーフ1世に次の様な申し出を行っている‘t‘；）。

　イマードはヌーフ1世に対し，ヌーフ1世とアブー・アリーの間で定められた事と同様

　に，10年間ライの諸々の業務をイマードに任せる事で，その（ヌーフ1世とイマード

　の）疎遠状態を終結させる事を求めた。また彼は1年分の支払いをヌーフに前払いする

　という条件で，100，000DNRを毎年上乗せして支払う事，ヌーフ1世に，イマードと

　の契約を実行し金をその手で運ぶために，信頼の置ける人物を派遣する事を求め，また

　その後で，アブー・アリーに対抗するヌーフをイマードが支援する事，それはヌーフ1

　世がアブー・アリーに勝利するまでである事を申し出た。［丁妙δγ必II：100〕

44）経緯については，本稿第1章3節を参照。
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　これを兇ると，ヌーフ1世はアブー・アリーに対して幾らかの運上金を課してライを支配

させていた事が分かる。イマードはその額に100，000　DNRを増額してヌーフ1世に支払う

事を約束する。ヌーフ1世がアブー・アリーに課した金額は不明だが，後にジバール政権と

サーマーン朝との遣り取りで示される額が200，000DNRである事から推測して，基の額も

100，000　DNRであったと思われる。この200，000　DNRは実際にヌーフ1世に支払われる事

はなかったようである［Ta／’a－rib　II：　101；　Kdmil　VIII：　464］。しかし，この額が後にジバー

ル政権とサーマーン朝の交渉の際にしばしば持ち出される事になる。

　加えて，イマードは様々な奉仕をヌーフ工世に申し出て，恭順の姿勢を示しているが，イ

マードはこの時点の自勢力がサーマーン朝よりも明らかに下位であると認識していたことが

分かる。

　第一一のジバール侵攻の際ジバール政権とサーマーン朝の間で何らかの交渉が行われた形跡

はない。しかし，第二の侵攻後の和平では，やはりルクンがアブー・アリーに200，000

DNRの支払いを行う条件が示されている。更にこの和平にはカリフの口添えがなされ，和

平に強制力を持…たせようという試みが為されている　［Tのδγ狛II：154；Kdimil　VIII：504；

Takmila：168；Zayn：29］．

　第三の侵攻後，ルクンはホラーサーン総督バクルと和平を結び，200，000　DNRの支払い

条件を呑んでいるが，今圃はこの支払いと引き換えにライ及びジバール全土の支配権をサー

マーン朝側に承認させているのである〔Tのδγ狛H：161；Kdimil　VIII：512；Zαyn：30］。ま

た今回の和平にもカリフの関与があった。

　第四の侵攻時には両者の交渉は行われず，ジバール政権とズィヤール朝との間で和平が結

ばれただけであった。その後，361H年にジバール政権のルクン，アドゥド親子とサーマー

ン朝のマンスール1世の間で和平が結ばれた45）。今回もジバール政権にはサーマーン朝への

貢納が課された［Kdmil　VIII：626；Talemila：210］46）。しかし今回の和平はこれに加えて，

アドゥドの娘とマンスール1世の婚姻が締結され，サーマーン朝からも莫大な贈答物が送ら

れた［Tのδγ2∂II：311－312；Kdmil　VIII：626；Takmila：210］47＞。

　以上の交渉から次の事が言えよう。まず，ジバール政権はサーマーン朝よりも下位の立場

に甘んじているという事である。四度の侵攻を退け，軍事的な成果を挙げながらもジバール

政権はサーマーン朝に対して，強硬な姿勢を示していない。上記の交渉中サーマーン朝が何

45）　この和平交渉を整えたのは，サーマーン朝総督イブン・シームジュール（表1⑩を参照）で

　あった［Kldmil　VIII：626］。

46）但し，両者で貢納額が異なる。Kdimilは250，000　DNRと伝えるのに対し，　Tahmilaは150，000

　DNRと伝えている。また年代を伝えていないZαynは200，000　DNRとしており　〔Zayn：36〕，額

　について見解が分かれているQ

47）Kdimilはマンスール王世の患子ヌーフ∬世とアドゥドの嬢の婚姻として伝えている。
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らかの金品の支払いを求められる事は～度もなく，常にジバール政権が支払いを求められる

立場になっている。よって和平交渉などにおいてジバール政権はサーマーン朝に対して恭順

の態度で臨んでいる事が分かるa8＞。

　尤も，交渉での決定通りに貢納を行っていたとも言い切れない。前述のイマードの例に見

られる様に，何がしかの理由を付けて支払いを遅らせたり，支払わなかった事は十分に考え

られよう。また，四度の侵攻時にも支払いが滞ったであろう事は容易に推察される。

　また貢納額もそれほど高額ではなかったのではないだろうか◎ムカッダスィーはキルマー

ンのハラージュ額を60，000，000DRHMであった事，またジバール政権がキルマーンの支

配権と引き換えにサーマーン朝に納めている額が200，000　DNRであった事を伝えている

し4hsαn：472－473］49）。　DRHMとDNRの比率が1：10であるならば，ハラージュにおけ

る貢納額の占める割合は30分の1，　1：30であるならば，10分の1と，支払いが不可能

な額ではない50＞。但しこれは試算であるので，十分な根拠をもって主張できるわけではない

が，サーマーン朝への貢納額はジバール政権の財政事情にそれほど大きな影響を与えなかっ

たのではないだろうか。

　2　カリフの関与

　次に，ジバール政権とサーマーン朝の交渉におけるカリフの影響について検討する。本稿

の範囲においてカリフが関与した両勢力の交渉は，四回存在する。最初の関与は，334　H年

のアブー・アリーの反乱時に行われた。詳細は前述の通りだが51），反乱軍はイマードを介し

てカリフの承認を取り付け，反乱の正当化を試みたのである。この正当化が功を奏したのか，

反乱軍は～時サーマーン朝領の大半を獲得するに至るこTαゴdγ勿H：102；Kdmil　VIII：460〕。

一方，反乱軍に対するカリフの承認という事態に直面したヌーフ1世は，自らの支配の正当

性を主張するために「天の承認を受けし王α1－malile　al一一mu　’ayyαd　min　al－sαma‘」という称

号を用いて，カリフ政権との決別を表明する。これはヌーフ1世とムティーの関係が断絶し

た結果であり，ヌーフ1世は轡三者イブラーヒームに対する自らの正当性を主張したのだと，

48）　トレッドウェルは，サーマーン朝はブワイフ朝を下位に見なしていたと断じている［Treadwell

　2003　：　329］．

49）一方，アドゥドは357R年にカリフよりキルマーン地方の支配権を獲得している　こ71αゴσ励II：

　253；Kdmil　VIII：585］。カリフの叙任を得ながら，サーマーン朝に貢納を払っていたかどうか疑

　問が湧く。そもそもムカッダスィーが言う「今Hまで」という表現が何時を指しているのか不明

　である。彼は少なくとも375H年においてカリフ・ターイの治世が続いている事を書き留めてい

　るが［Ahsαn：9］，その時期はサーマーン朝最末期に相当するため，ブワイフ朝が彼の執筆当時

　までサーマーン朝に貢納を行っていたとは考えられない。

50）換算比率は，資本イスラム協会（監）『新イスラム事典』平凡社2002年の9ディルハム」の項

　に拠った。

51）註釈21を参照。
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トレッドウェルは言う　〔Treadwell　2003：324－325］。

　二回目の関与は342銭年に行われた。当時サーマーン朝の二度目の侵攻があり，カリフ

はジバール政権とサーマーン朝の和平を勧めるために使者を発したのである52＞。但し，この

使者派遣については詳細な情報がないため，詳しい検討はできないが，使者はアブー・ア

リーの許へ赴いたようである。また諸史料はルクンとアブー・アリー間の和平締結の事実し

か伝えていない［7切σ励II：154－155；磁勉麗V茎II；5e4；Talemila：168］。この後ワシュマ

キールがヌーフ1世にこの和平への不服を申し立てると，ヌーフ1世にとっても不本意な和

平だったようで，アブー・アリーをホラーサーン総督から解任している　［7切観δII：155；

Kamil　VIII　：　5G5］。この結果から推測すると，和平はアブー・アリーの独断であり，ジバー

ル政権はホラーサーン総督アブー・アリーとの和平交渉のためにカリフの権威を借りたこと

になる。

　三回目の関与は二回目と合わせて考える必要がある。ホラーサーン総督を解任されたア

ブー・アリーは再びヌーフ1世に対して反乱を起こす。そして，カリフ側からのホラーサー

ン支配の叙任を，ルクンを介して要求する53＞。ムティーはこの要求を受け入れ，ヌーフ1世

の代わりにmakan　Nde　b．　Nasr彼にホラーサーンの支配権を授与する。これに対しヌーフ

1世はバクルをホラーサーン総督に任命し，再びカリフの行為に異を唱えている［Tのδ励

II：　156　一　157；Kamil　VIII：507；　Takmila：169；Zayn：30］　54）．

　四白目の関与は，344H年の三度目の侵攻時に行われた。イスファハーンへの侵攻軍を撃

退したジバール政権は，東方へ進軍し，バクルと和平交渉に入る。この交渉の内容は7切観∂

とKamilにおいて異なる。まず7切δγ狛は

　　この年（344H年）ルクンの家臣カーシャーニーAba　al－Fadl　al－Qashaniが，ホラー

　　サーンの支配者馬顔∂Khurdisdnアブド・アルマリク1世の手紙を携えた　（バクル）・

　　イブン・マーリクの甥と共に（バグダード）に至った。（その手紙において）アブド・

　　アルマリク王世は，彼にホラーサーン（総督承認）の恩賜の衣khila　‘と軍旗♂劾グを送

　　付するよう求めていた。そこで，カリフはアブド・アルマリク1世の手紙に対する返答

　　として，軍旗．を結び，それを恩賜の衣と共にイブン・マーリクの甥に手渡した。云々

　　［Tofdrib　II：　161］

　と，ジバール政権とアブド・アルマリク1世との闘の交渉である事を伝えている。しかし

52）詳継については，第R章2節及び註釈21を参照。

53）　Tα海7のには「イブン。ムフタージュ　（アブー・・一・アリー）はホラーサーンに報ずるカリフ側か

　ら漉η勲α彦al－lehalifaの契約文書励4が書かれる事を要求した」とあり　［Tのδ励H：156〕，

　Kamilには「ホラーサーンの統治権wildyaについて，カリフ側からの契約文書が書かれる事を

　求めた」とある〔Kdmit　VIII：507］。

54）但しTahmilaは，この一連の出来事をヌーフ玉世死後の事として伝えている。なおこの反乱は

　アブー・アリ一軍の四散によって直ちに失敗する。
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Kdimilは

　　その後，ルクンはホラーサーン軍の長バクルに使者を送り，彼の歓心を買った。そして

　　両者は，ルクンがバクルに運上金を供出する事，ラィとジバール全：土はルクンの所有で

　　ある事を条件に和平を締結した。そしてルクンは弟ムイッズに使者を送り，バクルのた

　　めにホラーサーンの統治権（授与の証として）の恩賜の衣と軍旗を求めた。そこで，ム

　　イッズはそれらをルクンの許へ送った。［Kdimil　VIII：512］

　と，和平交渉がルクンとバクルの聞で行われた事を伝えている。この後バクルが暗殺され

る事を考慮すると£Zayn：31；Tabagdit：210］，事実はKdmilの伝えた如くであったのでは

ないだろうか。アブー・アリーが独断で麹平を結んだ際にヌーフ1世が不快感を露にした事

は前述したが，今回の和平もサーマーン朝筥廷にとって不本意なものであったに違いない。

しかしその純な和平が締結される事から，カリフの権威にもまだ影響力があった事が分かる。

　以上，ジバール政権とサーマーン朝の交渉におけるカリフの関与について見てきた。ジ

バール政権は交渉を有利に運び，また勢力拡大の口実を得る手段としてカリフの権威を利用

したのである。その際，イラーク政権の関与が見られるので，ジバール政権が単独で行動し

たというよりも，ブワイフ朝全体の意志としてカリフの権威が利用されていたとみるべきだ

ろう。一方，サーマーン朝側はブワイフ朝の偲儲として存在するカリフの権威ではあっても，

その権威の行使に如実に反応を示したのである。カリフの承認を失った後のヌーフ1世の行

動も，サーマーン朝からではなくカリフからホラーサーンの支配権を獲得したイブラーヒー

ムやアブー・アリー，バクルの行動も，カリフの権威がある程度有効であった事を示してい

る。

お　わ　り　に

　344　ff年以後ジバール政権iとサーマーン朝の交渉にカリフの関与は行われていない。これ

はジバール政権が，もはやカリフの権威を借りる事なくサーマーン朝と渡り合える様になっ

た事を示していると思われる。ルクンの死後ジバール政権を継承し，イラーク政権を吸収し

てブワイフ朝を統一したアドゥドは，イラーク政権打倒の際に裏切った弟ファフルを討伐す

べく，371H（981　一　982）年に弟のムアイイド・アッダウラMu’ayyid　al－Dawlaを将とす

る軍隊を派遣する。ファフルはズィヤール朝君主カーブースと共同してムアイイドと戦うが

敗走し，サーマーン朝ホラーサーン総督ターシュの許へ逃げ込み，援助を請う［T⑳励玉1：

416；Dhayl：　10，　15一　17，　；Kamil　VIII：706　一　708；IX：10　一　11；Zayn：　38　一　39］o

　ここにおいてアドゥドは，ムアイイドを東方へ派遣すると共に，サーマーン朝鴛主ヌーフ

H世に使者を送り，ファフルとカーブースの引き渡しを要求する〔Dhayl：24；Yamini：51］。

Dhayl　Cまその内容を詳細に伝えている。以下はその要旨である。
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・以前合意された金の支払いと引き換えに，ファフルとカーブースを引き渡す事

・和平更新の破棄を望むのであれば，以前の取り決めを反故にする事

・二人を追放して，和平の更新を望むなら，我々は同意する事

・二人を手許に置くならば，二人をブハラへ連行し，その郎党たちと引き離す事

　・我々の工人に対する安全保障を望むのであれば，以前の取り決めを反故とする事

　　（その際，二人が我々の許へ出頭する必要がある事）

　このような条件をアドゥドはサーマーン朝側に突き付けているのである。更に和平を

締結する際には，　ターシュの判断ではなく，　あくまでヌーフll世の署名と高官たちの証言

shahdiddtが必要である雷を伝えている［1）hayl：24－26］。

　まず書える事は，この派遣使節の背後には，ムアイイド率いる大軍が控えており，軍事力

を背景とした要求であるという事である。その内容もルクンの時の交渉とは異なり，強い態

度で臨んでいる事が読み敢れる。そして重要な事は，アドゥドがサーマーン朝のホラーサー

ン総督ではなく，三朝君主との交渉を行っているという事である。これまでの交渉はホラー

サーン総督とジバール政権の交渉が主であったことを第W章で示したが，今回は君主の署名

を求めている事から考えて，アドゥドは，即ちブワイフ朝はサーマーン朝と対等の立場で交

渉に臨んでいる事が分かる。

　こうしてファールス地方に割拠し，勢力拡大を図ってきたブワイフ朝は，ここに至って東

方の雄サーマーン朝と対等な立場に立ったと考える事ができるだろう。

　以上，ジバール政権iとサーマーン朝の関わりについて様々な点から考察してきた。ブワイ

フ朝ジバール政権iはサーマーン朝の強大な勢力を樺って，二三との交渉においては常に下位

に甘んじてきた。その一方で，軍事力強化を図り，サーマーン朝の侵攻を湿て退けると共に，

同朝内部への調略や周辺諸侯への様々な外交政策，あるいはカリフの権威を利用した政策を

行い，サーマーン朝の西進を阻み自勢力の拡大に努めたのである。そしてアドゥドの晩年に

至って，ブワイフ朝はサーマーン朝と対等の立場に立つ様になったのである。

　37田年の使節派遣後にアドゥドが死去し，ムアイイド軍が撤退したため，ブワイフ朝勢

力がサーマーン朝ホラーサーン領に進出する事はなく，両王朝の立場が逆転するまでには至

らなかった◎

　ブワイフ朝の発展は軍事的成功にのみ基づくものではなく，初期においてはカリフの権威

を利用して外交を行い，またサーマーン朝など強大な勢力に対しては表裏一体の様々な政策

を行い，自政権の立場の強化を図るという戦略的成功にも依拠していたのである。またカリ

フの権威の利用という点に注自すれば，ブワイフ朝の三編となった後も，カリフの権威は諸

政権iの行動に影響力を持った事が本稿の検討から明らかとなった。
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